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                        and Takahiro SHIMADA 
         From the  Department of Urology, Hiroshima University Medical School 
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  The statistical study on urolithiasis in Hiroshima Ken from 1959 to 1961 was reported. 
   The ratio of the number of the patients with urinary calculus (1963 cases)to the total 
number of the outpatients (16153 cases) in those clinics were 12.15 per cent, and the number 
of the patients with calculus in upper urinary tracts was much increased than that of the 
patients with calculus in lower urinary tracts. 
   Several studies were reported in this paper regarding the location of calculi, multiple 
stone, sex, age, distribution chart in Hiroshima Ken, symptoms, complications, therapy, and 
relationship to urolithiasis and cholelithiasis.
緒 言
本邦に於ける所謂結石分布図 と云われ るもの
は全般的にみて,北 方 に薄 く南方に 濃 い と さ
れ,地区別に眺めれば四国,中 国地方,九 州,
近畿,中 部,関 東,東 北,北 海 道の順 であると
述べられて居 る.一 般 的に瀬戸 内海 沿岸地方及
び九州の一部に於 いて特 に多 く瀬戸内沿岸は本
邦の結石帯 と云つて よい とされ ている.
吾々は昭和34年1月 よ り同36年12月末迄の3
年間における広 島県下 の尿 路結 石症 の実態 を調
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胱結石216例,尿 道 結 石22例,前 立 腺 結石67例で あ っ
た・
3)上下比
以上の上部尿 石 と下 部 尿石 の比 率 を 検討 し てみ る と
上部尿石1,658例に対 し下 部 尿 石 は305例で あ り,そ の
比率は84.46%:15.54%,即ち5.43;1の割 合 を 示 し
た.
4)結石存 在 部位
之等結石 を 臓器 別 に み る と前 表 の如 く腎 結 石503例
(25.62%),尿管 結石1,155例(58.84%),膀胱 結 石
216例(11.0%),尿道 結 石22例(1.12%),前立 腺結 石
67例(3.42%)であ つ た.
腎,尿 管 結石 を 左右 別 に比 較 してみ る と腎結 石 で は
503例中右側結 石238例(47.32%),左側 結 石219例
(43。54%),両側 腎 結石46例(9.14%)を示 した.一
方 尿 管 結 石 では 右 側527例(46.63%),左側615例
(53,25%),両側 性 尿管 結 石13例(1.12%)で あ っ
た,
之等上部尿 石 の左 右 差 に就 いて は や や左 側 が多 いが
有意の差は殆 ん ど ない もの と見 て よい で あ ら う.
5)重複結 石
部位的 に異つ た位 置 に発 生 した 結 石 症 例 は第4表 の
如く135例を集 計 し得 た が,総 尿 石 症 数 に対 す る比率
521
第4表
重複結 石症 例統 計135例/1,963例 …6,9%
・ 計[比 率
は6.88%であ り,之 を性 別 にみ る と 男107例,女28例
で 男女 比 は4.8=1の 価 を示 した.
この135例中 では2ケ 所 に存 在 す る ものが 最 も多 く
125例で あ る.3ケ 所 以上 に及 ぶ もの10例でそ の 内 訳
は両 腎 及 び1例 尿 管(4例),両 腎及 び 尿道(1例),
尿 管 ・膀 胱 ・尿道 ・前立 腺 に亘 る もの(1例),両 側
尿 管 及 び1側 腎(4例)で あつ た.
重 複結 石 の組 合 せ で多 くみ られ た ものは 腎 と尿 管 結
石(34.1%),両側 腎結 石(28.9%),両側 尿 管 結 石
(8.9%),尿管 と膀 胱結 石(8.9%)で あつ た
6)多 発 結石
同 一臓 器 に多 数 の結 石 が 介在 す る症 例 は102例に認
め られ総 尿 石 症 に対 しては5.39%の比 率 で あ つた ・
7)尿管 結 石 の位 置 的分 布
尿 管結 石1,155例の位 置 的分 布状 態 は第5表 の如 く
で あ る が,初 診時 骨 盤骨 部 以 下で 発 見 され る もの が
653例(61.5%)で最多 を 示 した.即 ち腰 椎 部408例
(38%),骨盤骨 部67例(6.4%),骨盤腔 部541例(50.














1側 腎 ・膀 胱







前立 腺 ・膀 胱































































































性 別 頻 度
第6表 の如 く男1,517例(77.28%)に対 し女446例
(22.72%)を示 し男 女 比は3.4:1の割 合 で あつ た.
昭和27年～31年まで の教 室 の統 計 で は3.51:1の 比
率 を示 してお り男 女 比 の接 近が み られ る.
之等 に就 いて 上部 尿 路 と下部 尿 路 に 区別 して比 醸 す
る と,上 部 尿 石 の男 女比 は 男1,245例(75.09%),女
413例(24.91%)でそ の比 率 は3・011で あ る ・之}こ



















































































































































































































































































膀胱結石では1ケ 月乃至1年 に亘るものが 多 かつ た
が,症状の特異性からみて当然の事であらう.
第9表 来 院 迄 の 日 数









































臨 床 症 状
記 載 の 明 らかな1,714例につ い て表 示 し た(第10
表).即 ち 上部 尿 路結 石 で の主 要症 状 は表 の如 く何 れ
も疹 痛 及 び 血尿 が 多 く,腎 結 石 で は鈍 痛 を訴 え る もの
155例(39.64%),背部 痛 迄 加 え る と275例(70.33
%)を示 し,血 尿 は62例(15.86%)であ つた.
一方 尿管 結 石 で は鈍 痛434例(40.30%),癌痛 発作
302例(28.4%)であ り之等 に腰 痛,背 部痛 を加 え る
と8411列(78.09%)が痛 み を主 訴 として 受診 し て 居
る.血 尿 は118例(10.96%)に認 め られ た.
下 部 尿 路結 石 では 頻尿,排 尿 障 碍,血 尿,排 尿痛,
会陰 部 不快 感 等 の順 で あつ た.
第10表 自 覚 症 状
隔 締 尿管 膀胱 脳 前立腺
尿 線 細 小
排 尿 困 難
尿 閉




悪 心 嘔 吐
蛋 白 尿








































































































































腎 摘 出 術
腎 切 石 術
腎 孟 切 石 術
腎部分切除術
尿 管 切 石 術
膀胱高位切開術
前立腺別 出術
尿 道 切 開 術
経尿道的治療








































































































4)37才男3年 前腎結石で腎孟切石 術 を うけ
る.4年前大豆大の結石1ケ 自然排出,7ケ 月来左側






















































広島県下におけ る尿路結石症 につ いて県下2
機関病院 を対象に調査 を行 つた・ この調査成績
を中心に統計的観察を行 つたが,そ れ らを要約
すると次の如 くであ る.
1)昭和34年1月 か ら同36年末迄 の3年 間 に
おける広 島県下の尿路結石症1,963例を集計確
認した,之 は泌尿器科外来 患者総数16,153例の
12.15%にあた り.全 国平均 よりかな りの高 値
を示した.又 広 島県総人 口は2,184,000人で
口10万に対する尿石症 の比率 は85人 となる.




3)上部尿石 と下部尿石 の 比 率 は5.43:1
であり,上 部尿石 での左右差 は殆 んどない.
4)重複結石患老 は6.88%に,認 め られ多
発結石は5,39%を 占 め る.
5)男女比は3.4:1で あ り,都 市 と郡部で
は都市の方 が男女比の接近を示す
6)広島県下におけ る結 石の分布状況 は概括
的にみて瀬戸内海沿岸の都市に多発 し,山 岳地
帯に少い.又 河 川の流域 にやや高率であ るが水
質無機成分の含量 と結石発生頻度 との関連性 は
判然としない.
7)治療 は観血的療法334,非 観血的療法2
29で相半ぱ している.尿 管結石 で結石排出を確
認したものは55.6%で左右差 はない・
8)再発性結石患者 は198(10.08%)に存
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